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教育職員免許法施行規則第１８条の５に規定する教育委員会規則で定める単位の修得方法モデルケース
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※あくまでモデルケースであり、最終的には各都道府県教育委員会の判断に委ねられる。なお以下のケース以外の規定方法として、例えば、小学校教諭二種免許状を取
得する際に、受けようとする免許状に関する勤務年数が１年ある場合、各教科の指導法を８単位、生徒指導等に関する科目を１単位とすることなどが考えられる。
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パターン①
5科目履修
(最も望ましい)

2 2 1 1 1 1 1 1 1 1

パターン②
①③の間

2 1 1 1 -

パターン③
少ない科目を履修
ここまでは許容

2 2 1 - -

認められないパターン
（３単位の科目が生じる）

3 2 2 - - 3 2 - - -

小学校教諭二種免許状を取得する際の「各教科の指導法」履修方法　モデルケース
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